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1.  平成24年6月期第1四半期の連結業績（平成23年7月1日～平成23年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年6月期第1四半期 4,364 △1.0 211 △41.0 200 △43.6 63 △62.2

23年6月期第1四半期 4,409 55.2 358 236.6 355 273.3 168 ―

（注）包括利益 24年6月期第1四半期 △22百万円 （―％） 23年6月期第1四半期 172百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年6月期第1四半期 10.29 ―

23年6月期第1四半期 27.19 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

24年6月期第1四半期 15,907 10,513 64.4
23年6月期 15,731 10,726 66.4

（参考） 自己資本   24年6月期第1四半期  10,250百万円 23年6月期  10,437百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年6月期 ― 0.00 ― 22.00 22.00

24年6月期 ―

24年6月期（予想） 0.00 ― 22.00 22.00

3.  平成24年6月期の連結業績予想（平成23年7月1日～平成24年6月30日） 
（％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 9,012 4.7 565 △13.4 565 △9.1 247 △12.4 40.00
通期 18,604 13.5 1,236 19.8 1,236 21.5 574 34.1 92.78



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく
四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項については、添付資料２
ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報 （３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無

② ①以外の会計方針の変更   ：  無

③ 会計上の見積りの変更   ：  無

④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年6月期1Q 6,195,000 株 23年6月期 6,195,000 株

② 期末自己株式数 24年6月期1Q 2,123 株 23年6月期 2,123 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年6月期1Q 6,192,877 株 23年6月期1Q 6,192,908 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災及び福島第一原子力発電所事故等の発生により、

急激に落ち込んだ経済状況から緩やかな回復基調にありましたが、欧米を中心とした海外経済の減速懸念が浮上し、

円高が進行する等、経済情勢の先行きに不透明感が強まる状況にあります。 

 当社グル－プにおいては、スマートフォン向けなどのコネクタ用部品が好調に推移し、カーエレクトロニクス関連

も東日本大震災以降の低迷から急速に回復いたしましたが、一方で、テレビ、パソコン向けなどのコネクタ用部品の

販売が低迷するなど、先行きについては不透明な状況が続くものと思われます。  

 このような環境のなか、当社グループは、電子部品事業の生産効率向上に向けた取り組みを継続するとともに、 

経営の安定化、既存事業の充実、新規事業分野への進出に向けた各施策を推進してまいりました。  

 その結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は43億６千４百万円（前年同期比1.0％減）、営業利益２億１千１

百万円（前年同期比41.0％減）、経常利益２億円（前年同期比43.6％減）、四半期純利益６千３百万円（前年同期比

62.2％減）となりました。 

  

 セグメントの業績は次のとおりであります。 

①金型 

 金型市場は、海外での安価な金型調達、製作数量の減少などにより市場競争が激化し価格の下落が進んでおりま

す。また、部品の海外生産により金型も現地調達の動きが強くなってきており、市場環境は厳しく販売が停滞してお

ります。このような市場環境のなか、当社グループにおいては、金型造りの改革を推し進めるとともに、高難易度の

金型造りを推進してまいりました。  

 その結果、売上高は３億５千万円（前年同期比10.0％減）、セグメント利益は５千７百万円（前年同期比127.9％

増）となりました。 

②部品 

 電子機器関連は、東日本大震災の発生による影響が薄れ、スマートフォン向けなどのマイクロピッチコネクタ用部

品が好調に推移いたしました。一方、テレビ、パソコン向けコネクタ用部品などは、セット需要が振るわず低迷が続

きました。カーエレクトロニクス関連は、大震災以降の低迷から急速に回復し販売が増加いたしました。  

 その結果、売上高は36億７千４百万円（前年同期比6.6％増）、セグメント利益は３億６千４百万円（前年同期比

24.9％減）となりました。 

③自動機器 

 実装機関連では、ディスペンサー、付帯ユニットなどは堅調に推移いたしましたが、国内の特定顧客向けに開発、

販売を強化してまいりましたリフロー炉、専用機が円高等の影響により販売が停滞いたしました。このような市場環

境のなか、当社グループにおいては、自動車関連装置の開発への取り組みを強化してまいりました。 

 その結果、売上高は２億１千２百万円（前年同期比57.9％減）、セグメント利益は１千９百万円（前年同期比

76.8％減）となりました。    

④その他  

 医療機器組立事業では、新製品が順調に販売を伸ばしました。 

 その結果、売上高は１億２千７百万円（前年同期比83.9％増）、セグメント利益は２千７百万円（前年同期比

62.0％増）となりました。  

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第１四半期連結会計期間末の総資産は、受取手形及び売掛金の増加、投資有価証券の減少などにより、前連結会

計年度末に比べ１億７千６百万円増加して159億７百万円となりました。負債は支払手形及び買掛金の増加などによ

り、３億８千９百万円増加して53億９千３百万円となりました。また、純資産は、その他有価証券評価差額金、利益

剰余金の減少などにより、２億１千３百万円減少して105億１千３百万円となりました。この結果、自己資本比率は

64.4％となりました。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 当第１四半期連結累計期間の業績につきましては、概ね計画どおり推移しております。従いまして、現時点におき

ましては、平成23年８月10日に公表しました業績予想値に変更はありません。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報



  

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

  該当事項はありません。  

  

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

  該当事項はありません。  

  

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

  該当事項はありません。  

  

(追加情報)  

 当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び

誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号 平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に

関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号 平成21年12月４日）を適用しております。 

  

２．サマリー情報（その他）に関する事項



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成23年６月30日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成23年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 866,763 832,374

受取手形及び売掛金 3,864,279 4,210,225

商品及び製品 77,340 79,519

仕掛品 525,728 483,694

原材料及び貯蔵品 738,722 792,118

その他 239,063 280,506

流動資産合計 6,311,898 6,678,437

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 3,649,730 3,575,366

機械装置及び運搬具（純額） 2,991,943 3,003,971

土地 1,233,666 1,233,666

その他（純額） 311,133 304,957

有形固定資産合計 8,186,473 8,117,962

無形固定資産 112,050 100,277

投資その他の資産   

投資有価証券 946,959 760,951

その他 174,133 250,881

貸倒引当金 △430 △870

投資その他の資産合計 1,120,663 1,010,963

固定資産合計 9,419,187 9,229,202

資産合計 15,731,085 15,907,640



（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成23年６月30日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成23年９月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,584,105 1,981,391

短期借入金 1,170,000 1,260,000

1年内返済予定の長期借入金 99,611 66,622

未払法人税等 297,131 180,783

賞与引当金 84,930 271,904

役員賞与引当金 38,100 15,510

その他 663,867 529,730

流動負債合計 3,937,746 4,305,942

固定負債   

長期借入金 92,514 92,056

退職給付引当金 632,876 645,650

役員退職慰労引当金 341,020 350,210

固定負債合計 1,066,410 1,087,916

負債合計 5,004,157 5,393,859

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,435,300 1,435,300

資本剰余金 1,439,733 1,439,733

利益剰余金 7,320,049 7,247,527

自己株式 △1,091 △1,091

株主資本合計 10,193,991 10,121,469

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 289,205 174,647

為替換算調整勘定 △45,332 △45,572

その他の包括利益累計額合計 243,873 129,075

少数株主持分 289,063 263,236

純資産合計 10,726,928 10,513,781

負債純資産合計 15,731,085 15,907,640



（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年７月１日 
 至 平成22年９月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年７月１日 
 至 平成23年９月30日) 

売上高 4,409,610 4,364,163

売上原価 3,715,323 3,814,960

売上総利益 694,286 549,203

販売費及び一般管理費 335,786 337,800

営業利益 358,500 211,402

営業外収益   

受取利息 200 142

受取配当金 2,002 2,536

受取賃貸料 1,944 1,393

スクラップ売却益 561 936

その他 1,234 1,630

営業外収益合計 5,943 6,639

営業外費用   

支払利息 6,631 4,007

為替差損 － 13,466

その他 2,695 381

営業外費用合計 9,327 17,855

経常利益 355,116 200,186

特別利益   

固定資産売却益 2,117 －

特別利益合計 2,117 －

特別損失   

固定資産売却損 1,389 －

固定資産除却損 － 325

会員権評価損 － 800

貸倒引当金繰入額 － 440

特別損失合計 1,389 1,565

税金等調整前四半期純利益 355,844 198,620

法人税、住民税及び事業税 228,218 188,048

法人税等調整額 △59,907 △82,331

法人税等合計 168,310 105,717

少数株主損益調整前四半期純利益 187,534 92,903

少数株主利益 19,133 29,182

四半期純利益 168,400 63,721



（四半期連結包括利益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年７月１日 
 至 平成22年９月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年７月１日 
 至 平成23年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 187,534 92,903

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △3,830 △114,557

為替換算調整勘定 △11,312 △369

その他の包括利益合計 △15,142 △114,927

四半期包括利益 172,391 △22,023

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 157,216 △51,077

少数株主に係る四半期包括利益 15,174 29,053



     該当事項はありません。  

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成22年７月１日 至 平成22年９月30日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益または損失の金額に関する情報 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、組立事業、賃貸事業を含んで

おります。 

２．セグメント利益の調整額△254,083千円には、セグメント間取引消去△6,631千円、各報告セグメントに配

分していない全社費用△229,192千円、たな卸資産の調整額△14,320千円及びその他の影響額△3,940千円が

含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び研究開発費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成23年７月１日 至 平成23年９月30日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益または損失の金額に関する情報 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、組立事業、賃貸事業を含んで

おります。 

２．セグメント利益の調整額△258,066千円には、セグメント間取引消去△343千円、各報告セグメントに配分

していない全社費用△200,975千円、たな卸資産の調整額△51,218千円及びその他の影響額△5,530千円が含

まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び研究開発費であります。 

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

  該当事項はありません。  

  

  該当事項はありません。  

  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報等

（単位：千円）

  

報告セグメント

その他
（注）１

合計 
調整額  

 (注)２ 

四半期連結

損益計算書

計上額 

(注)３ 
金型 部品 自動機器 計

売上高                 

外部顧客への売

上高 
 388,805  3,446,165  505,485  4,340,455  69,155  4,409,610  －  4,409,610

セグメント間の
内部売上高又は
振替高 

 50,178  －  5,378  55,556  16,044  71,600  △71,600  －

計  438,983  3,446,165  510,863  4,396,011  85,199  4,481,210  △71,600  4,409,610

セグメント利益  25,287  485,200  84,972  595,459  17,124  612,583  △254,083  358,500

（単位：千円）

  

報告セグメント

その他
（注）１

合計 
調整額  

 (注)２ 

四半期連結

損益計算書

計上額 

(注)３ 
金型 部品 自動機器 計

売上高                 

外部顧客への売

上高 
 350,070  3,674,265  212,646  4,236,981  127,182  4,364,163  －  4,364,163

セグメント間の
内部売上高又は
振替高 

 92,620  △91,458  70,504  71,666  16,232  87,899  △87,899  －

計  442,690  3,582,806  283,151  4,308,648  143,415  4,452,063  △87,899  4,364,163

セグメント利益  57,635  364,403  19,689  441,727  27,740  469,468  △258,066  211,402

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（６）重要な後発事象
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